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A 船舶職員法による検査基準  

渾技従・ヨ堵国家試験の視力検査基準  

晦  

航  梅  二【：   機  闇  二こ！二   地  膚  士   

一般試験  
両眼共に仇6以上  

甲種合格  

1限0．5以，1二   1！収仇4以」二  艮共匿0．2以卜上  
・一般試験  

仙l択0．4以ト1二   イl錮艮0．3以トl二 又は0・1かつ硫■i【三  
乙種合格  

視力0．7以－1二   

5Illの択離で      視力表による。  

検兼杜片服ずつで、失巧ij二親力を認めない。  
検査方法  

通牒仁1二の＝出合の矯正視力の検査枕、受験者供用の眼鋭な用  

いさせる。   

注）昭和27年船舶職員法改正点   

a 航海士の合格基準1限0．6が0．5と1尊下る。   

b 通信士の合格基準 両眼共に0．2以上を0．1かつ矯正視力0．7以上  

として矯正視力を認める。   

C 更新試験において，一用昧海士として職務に従事して経験が積まれ  

ると，多少の身体欠陥は経験によりカバーされるという矧圭はり，左  

右共1号ずつ乙種合格標準より引き下げ，さらに矯正視力も認めた。  

航海士：1眼0．4以上，他限0．4以上又は0．3かつ矯正視力1．0以上  

機関士：1服0．3以上，他限0．3以上又は0．2かつ矯正視力1，0以上  

ただし，この条文は現行ではなくなった。  
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